
令和元年度 日立市教育研究会先進校等調査派遣研究報告書  

日立市立大久保小学校 教諭 塩野 将光 

１ 派遣期日 令和元年 １１月１日（金）  

２ 研  修  先 学校名 川口市立並木小学校  

       所在地 埼玉県川口市並木１丁目２４－１  

       https://www.city.kawaguchi.lg.jp 川口市立並木小学校（http://namikisho.jp/） 

３ 研修内容  

（１）視察校における研究への取り組み  

研究主題 

  運動の楽しさや喜びを味わい続ける児童の育成  

  ～思考力，判断力，表現力を高める体育授業を通して～  

   川口市立並木小学校では，豊かなスポーツライフの実現に向けて，「運動の楽しさや喜び

を味わい続ける児童の育成～思考力，判断力，表現力を高める体育授業を通して～」をテ

ーマに研究を進めている。アンケート調査より，児童が運動の楽しさや喜びを味わい続け

るためには，「友達と協力しながら試行錯誤を重ね，課題を解決する」学習を積み重ねるこ

とが必要であると考え，以下の５つを大切にしている。  

①「うごく」②「かかわる」③「わかる」④「できる」⑤「のびる」楽しさ  

 

（２）運動の楽しさや喜びの木  

   右図が川口市立並木小学校の研究イメージ  

である。楽しさや喜びの木が縦に伸び，木を  

増やし続け横に伸び，児童が運動の楽しさや  

喜びを味わい続けていく姿と捉えている。  

まず，「根（学びに向かう力，人間性）」は， 

木を成長させる原動力であり，豊かな人間関  

係の中で育つと考えられている。太く広がる 

ことでより多くの運動の楽しさや喜びの種を 

吸い上げながら木を大きく成長させる。多く  

の楽しさや喜びがあればそれを吸収しようと  

広がり，太くしっかりしたものになる。   

次に，「幹（試行錯誤の幹）」は，「知識（わかる）」と「技能（できる）」が「思考力・判

断力・表現力」によって結びつくことによって形成されると考えられている。幹を成長さ

せるためには，試行錯誤を重ねることを通して「思考力・判断力・表現力」を高め，課題

を解決できる喜びを多く味わわせることが必要で，幹自体の成長は多くの楽しさや喜びの

種を成長させることにもつながると捉えている。そして，試行錯誤の幹を経て種が成長し，

やがて花を咲かせ，種となって散らばりまた新たな木へと成長し，豊かなスポーツライフ

の形成につながっていく。  

   最後に，「水」は，教師や友達からの肯定的な言葉かけと考えられている。木が成長し続

けるためには，水は欠かすことのできない要素であると捉えている。  

 

（３）運動領域ごとの「課題解決プラン」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/
http://namikisho.jp/


（４）授業を通して  

  どの学年も学習の流れを統一することでスムーズに活動することができていた。児童が次

の活動を理解し見通しをもって活動しており，活動の時間が多く取られていた。また，どの

学年でも各自の目標を立て，積極的に活動する姿が見られた。グループ活動では，声の掛け

合いやアドバイス，振り返りなど，児童同士の関わり合いが多く見られた。  

その他にも，毎単元ごとに学習の流れや技のポイントを掲示し，児童が確認できるように

していた。また，技のポイントを短い言葉やオノマトペを使い表すことで，だれもが理解し

やすいようになっていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

①第１学年 「すきまをねらって、おたからゲット！」（ゲーム 鬼遊び）  

  本時では，ゴール型ゲーム・宝取り鬼として，パワーアッ  

 プタイム（じゃんけんで勝った方が通り抜ける）を行い，お 

 宝ゲーム（４対２鬼＋２鬼）が行われていた。お宝ゲームで 

 は，３分間の攻防後にご自慢タイムが行われ，「どんな動き 

をしたら鬼の隙間を抜けられたか」を伝える場が設けられて  

いた。攻め方を共有することで，児童が意欲的に話し合うこ  

とができ，様々な作戦を立てることにつながっていた。  

 

②第３学年 「くるりんぱ！基本はばっちり！」（器械運動 マット運動）  

  本時では，マット運動（後転）として，感覚つくりの運動  

（右の写真）を行い，発見タイムを通して，チャレンジタイ  

ムが行われていた。発見タイムでは，グループでいろいろな 

場所で練習し，自分や友達の課題を自覚できるようにしてい  

た。活動では，児童同士の関わり合いが意欲的に行われ，「手 

の位置上げて」「腰を上げて」「いい感じ」などの声かけやア  

ドバイスをする声が聞かれた。  

 

③第６学年 「バージョンアップ台上前転！極めろ回転技！」（器械運動 跳び箱運動）  

  本時では，器械運動・跳び箱運動として，腰上げや肩担ぎ  

 前転を行い，いろいろな場での練習を通して，チャレンジタ  

 イムが行われていた。６年生では，「～だから，～場を選んで  

 ～な練習する」と三項目を挙げ，具体的根拠をもって練習に  

 取り組んでいた。また，ＩＣＴを活用して，ポイントを意識  

して試行錯誤しながら課題を発見する姿が見られた。児童全  

員が台上前転ができており，十分な活動時間が取られていた。  

 

４ 感想 

 〇発問を精選することで，児童がねらいや課題を意識して運動できるようになっていた。ま

た，児童同士の関わり合いが意欲的に行われていた。  

 〇オリエンテーションで何を学ぶのか，学習用具の準備や片付けの仕方を具体的に理解させ

ることで，児童が主体的に活動できることがわかった。  

 〇学習カードの活用では，自分が意識した課題を書く欄を設けることで，次時の学習に必要

感をもって臨めるようになっていた。  


